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中級日本語学習者の作文における語彙使用の誤用と問題点
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１．はじめに
　英国の大学で日本語学習者の作文添削に携わっていると、英語の影響や辞書からの直訳などによる学習者の不自然
な語彙使用が目立つ。特に、初級文法を一通り学び、一年間の留学を経た中級学習者の場合は、自分の言いたい事を
なるべく母語と同じレベルで伝えようとするあまり、時には語彙の選択が原因で意味が通じにくくなることもある。
そこで、本稿では、英国の大学で日本語を専攻する 3、4 年生 8 人の学生による作文コーパスをもとに、語彙使用と
いう観点から、誤用や問題点の分析、考察を試みたい。
２．作文における誤用分析
　日本語教育の分野で、日本語学習者の作文における誤用を分析したものや、作文指導に関して提案したものは数多
くあり、誤用分析では、ある学習者集団の誤用を全面的に分析したもの、ある言語項目や文法表現にフォーカスした
もの、ある国の学習者に特化した母語の干渉に関して分析したものなど、さまざまある（楊 2014:15）。その内、語彙
に焦点を当てた研究としては、鈴木（1999, 2002）は学習者の作文における語彙・意味的な誤用の主な傾向を分析し、
特に慣用的に定着した表現（コロケーション（連語））、その他の慣用的な言い回し、漢字熟語等に関する誤りについ
て困難点を例示している。
　さらに、鈴木（2010）では、初中級レベルの学習者による不自然な表現を学習者の辞書使用という観点から質的に
分析し、学習者が母語や第二言語からの辞書を介した直訳に頼るという問題や、既存の辞書からは学習者が句単位の
的確な表現を探し出すことができないという問題点を指摘している。学習者の母語に着目した研究では、大塚、林
（2010）は、各国出身の中上級学習者の意見文を旧日本語能力試験の級別語彙一覧表と照らし合わせて分析し、漢字
圏の学習者である中国人、韓国人、漢字圏以外の学習者の順で難しい語彙および漢字を使用し作文を書いていること
を明らかにすると同時に、中国母語話者の使用語彙、漢字については母語の影響を強く受けていることを指摘してい
る。
　一方、語彙と文法の両方の領域にまたがる習得困難な項目として、陳（2012）は学習者の複合動詞に関する誤用に
着目し、量的、質的両面から分析を行った結果、使用例の半数以上が誤用若しくは不自然と判定され、母語や学習者
の日本語レベルに関わらず学習者が複合動詞を正しく理解できていないと結論付けている。より近年に行われた研究
では、八木他（2013）が日本語作文支援システム構築の観点から、10 か国以上の母語話者による 285 の作文の誤用
を誤用の要因・背景に着目して分析し、「類似」、「母語干渉」、「レジスター」という 3 つのタイプに大別している。
　これらの研究はいずれも、一定量以上のコーパスデータを用いて特定の観点に焦点を絞って誤用分析を試みている
点で貴重であるが、英語や欧州語母語話者によく見られがちなカタカナ語の誤用や不自然な使用に関しての言及はほ
とんど見られない。従って、本稿では、鈴木（2002）、八木他（2013）、楊（2014）の分析項目に加えて、カタカナの
使用法に関しても分析を試みたい。
３．研究方法
　本研究の対象となるのは英国の大学で日本語を専攻（二科目専攻を含む）する 8 人の学習者が 2015 年 10 － 11 月
に書いた作文である。学習者の母語は英語 5 人、広東語 1 人、スウェーデン語 1 人、ブルガリア語 1 人であり、8 人
は全員 2 年次に一年間の留学を経験しており、現在は中級若しくは中上級レベルの授業を履修中である、2015 年 10
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月に行われた日本語診断テスト 1 では、8 人の日本語能力にはかなりのばらつきが見られるものの、概ね能力試験の
N3-N2 に相当する「中級レベル」であると判定される。
　作文の課題は、「もしもあなたが宝くじに当選したら、そのお金をどのように使いますか。また、その理由を教え
てください。」と「科学技術によって私たちの生活は良くなったでしょうか。理由も合わせて答えてください。」の 2
種類で、いずれも 400 字程度の作文を時間制限なし、辞書使用可の条件でワープロを使って書かせ、電子メールで提
出させた。
　これら計 16 の作文の中で、語彙使用に関して筆者が誤用若しくは不自然であると感じた用例を抜き出した。なお、
誤用の対象は内容語に限り、助詞、助動詞等の機能語は除いた。また、同一学習者が同じ誤用を複数回繰り返してい
る場合は最初の一回のみ取り上げた。その結果 98 の誤用若しくは不自然な語彙使用の例が検出された。それらの誤
用例を考えられる誤用の要因という点から分類を試みた。
　
４．分析、考察
　それぞれの学習者の属性と誤用数の一覧は以下の表１の通りである。
表１ 学習者の属性と誤用数
学習者 A B C D E F G H
母語 英語 ブルガリア語 英語 英語 広東語 英語 英語 スウェーデン語
学年 4 4 3 4 4 3 3 4
診断テスト 130 117 136 118 141 142 134 162
語彙の誤用数（異なり数） 16 17 9 19 7 11 8 11
　サンプルが少ないこともあり、学習者の属性と語彙の誤用数との関係については明確な結びつきが見られなかっ
た。例えば、診断テストの結果が比較的近い学習者 A と学習者 G では誤用数は倍の差が見られる。また、確かに、
留学からの帰国直後である 3 年生の方が 4 年生よりもやや誤用が少ない傾向が見られ、より話し言葉に近い平易な構
文に頼っている様子が窺えるものの、総じて結論付けることはできない。
　一方、誤用の要因に関しては、質的分析の結果、主に、１）類義語・多義語・ニュアンス、２）コロケーション、
慣用的言い回し、３）カタカナ語、４）英語からの直訳、５）レジスター、に大別することが可能であると思われ
る。実際には、上記５つの分類に当てはまらなかった例が 18 あるが、本稿ではこれらの誤用例については、分析を
試みないことにする。
4-1.　類義語、多義語、ニュアンス
　誤用例として、最も多かったのは（38 例（全体の 39.2%））、「類義語、多義語、語のニュアンスの違い」に関する
エラーであった。類義語に関する主な誤用例は以下の通りである。
　(1) 生暖かいビールを飲む必要はもうありません。　（生ぬるい）
　(2) 私たちの生活のクオリティーはものすごく上達した。（向上した）
　(3) 競争者が追いつけなくなって滅亡し…（競合者、競合相手）（撤退し）
　(4) 人間は月面に着陸したことがある。（人類）
　(5) 今の人口がもっと長く生きてきた。（人々）
　(6) 今からも便利になっていくだろう。（これから）
　(7) 未来に自分の子供も大学に行けるように・・（将来）
　(8) コーヒーを飲みながら、人と分け合うことは私の夢です。（共有する）
　(9) 付き合わなくで（て）も、携帯で話せるから・・（会わなくても）
　(10) ゆっくり生活をするのは難しくなると考えます。（思います）
　(11) 確かに生活を成長するために・・（向上させる）
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  (12) 一万千（一千万？）ポンドくらいの多額なら・・（高額）
  (13) 永い時間を心配しないで生活できるでしょう。（長期間）
  (14) 14 歳から自分で暮らさなければならなかった。（一人で）
  (15) 新しい友達に会いたいし・・（出会いたい、（を）作りたい）
  (16) ボランティア活動とかインターンシップなどの動作をするつもり（活動、体験）
  (17) 私たちの命が長くなりました。（寿命）
　これらの誤用例の中には、「競争者（競合者）」「今から（これから）」「未来（将来）」「考える（思う）」「多額（高額）」
「自分で（一人で）」のように日本人母語話者であっても、その使い分けについての理由やルールを明確に説明するこ
とが難しいと考えられるものもある。その一方で、「上達（向上）」「分け合う（共有する）」「会う（出会う）」「命（寿命）」
などは、実は、それぞれ英語の “improve”, “share”, “meet”, “life” からの直訳の可能性も考えられる。英単語もしくは
英熟語が表す意味領域が日本語より広かったり、日本語と完全に対応していない場合、学習者は辞書に載っている訳
語のうちのどれかを無作為に使用していることが分かる。
　また、誤用とまでは言えないまでも、語の持つニュアンスが文脈にやや相応しくない例も見られた。
　
(18) 年寄りにとって、今の技術が想像できないくらい進んだんだろう。
　「年寄り」という語は「年寄りの冷や水」などやや否定的、または、自己蔑視の表現として使われることが多いの
ではないであろうか。ここでは、「高齢者」のように中立的な語彙を選ぶか、「お年寄り」のように尊称を用いた方が
良いであろう。
　また、単語でなく表現に関しても、ニュアンスや使用場面の違いという点で不自然であると思われる例がいくつか
見られた。
　(19) 現代の技術で持ち歩きやすいビールタップを作るのはお安い御用です。
　(20) 私たちの生活に新たな挑戦を挑む。
　(21) 経験で教えてもらったことや・・にはきりがないでしょう。
　(19) では、「お安い御用」という表現が用いられる一般的使用場面から、作文の筆者がビールタップを作ることを
直接誰かに頼まれたかのような印象を受けてしまう。ここでは「いとも容易い」のような表現に留めておくべきであ
ろう。また、(20) では、動作主は「社会問題」という非生物であり、文として意味は通じるものの、ぎこちなさや不
自然さが感じられるため、「課題を投げかけた、課題を突き付けた」等に改めるべきだと思われる。(21) については
「無限」ということを述べようとしていると推察されるが、語の意味としては「限り」と「きり」はやや類似してい
るため、「限りがない」とすべきところを「きりがない」という全く意味やニュアンスの異なる表現を使用してしまっ
たものと考えられる。
4-2.　コロケーション、慣用的言い回し
　コロケーションや慣用的言い回しに関する誤用は第二番目に多く、15 例（全体の 15.%）に上った。
　(22) 積もった罰金を払ったりすることは当然です。（溜まった）
　(23) たとえ値段を 4 倍（に）増やしても・・（上げても）
　(24) 科学技術を使って問題を直せる　（解決できる）
　(25) 社会危機が現れた　（起こった）
　(26) 自分のカフェを立てる夢を実現するために・・（開く、経営する、持つ）
　(27)  違う考え方を持っている人とコミュニケーションする（コミュニケーションを取る、コミュニケーションを図
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る）
　これらの誤用は単に日本語のコロケーションを習得出来ていないだけでなく、やはり、「積もった罰金 」（“accu-
mulated fine”）「値段を増やす」（“increase the price”）などのように英語からの直訳の影響を受けているものと思わ
れる。
　また、慣用的な言い回しに関する誤用としては次の例が挙げられる。
　(28) 科学技術は大抵現代の人の生活を良くなった・・（現代人）
　この例のように、「有名な人（有名人）」「環境の問題（環境問題）」など、誤用ではないが、「の」を用いずに漢字
熟語として取り扱うのが一般的なものがあるが、学習者にとってはそのルールが不明確であるため習得が困難である
と思われる（鈴木（2002）を参照）。
4-3．　カタカナ語
　カタカナ語の習得の困難点に関しては、諏訪他（2002）、山縣（1999）等が指摘しているとおり、英語起源の片仮
名語の音がもとの英語と異なるため、混乱を起こし、英語の学習経験が日本語学習者のカタカナ語習得の妨げになっ
てしまう場合もある（安 2001: 55-56）。実際、本稿においても最も多く見られたカタカナ語に関する誤用は綴りに関
するものであった。
　(29) カナダでのカヤンプにいくため・・（キャンプ）
　(30) テレビをはじめ、インタネットなどの科学技術は・・（インターネット）
　(31) 治療からコミュニケッションまで・・（コミュニケーション）
　(32) このパスコンがなかったら・・（パソコン）
　これらの誤用はもちろん単なる入力ミスの可能性もあるが、安（2001）が指摘しているように、日本語学習者に
とってカタカナ語の長音に関する習得が特に難しく、「インタネット」「コミュニケッション」のような誤用が生まれ
ると考えられる。また、「パスコン」に関しては、同じ作文内で二度の誤用が見られたことから、入力ミスとは考え
にくく、初級の語彙であってもカタカナの綴りが定着していないことが分かる。なお、今回の作文課題はワープロ入
力であり、学習者が変換方式による入力を行っていれば防げたエラーであるとも言える。ワープロ利用の際のストラ
テジーの指導が有効かもしれない。
　こうした綴りの問題とは別に、日本語として定着しているとは言えない英語をそのままカタカナ化している例も見
られた。
　(33) 家族のモーゲージを支払ったり・・（住宅ローン）
　(34) 答えとしてドライすぎると思います。（そっけない、無味乾燥だ）
　(35) 友達と家族へのギフトをよく買ったり・・（プレゼント）
　在英日本人同士ならば、「モーゲージ」は十分通用する外来語であるが、一般的には「リバースモーゲージ」等の
業界用語を除けば、カタカナ語として定着しているとは言いがたい。また、「ドライ」についても、「あの人はドライ
な人だ。」のように情に流されず、合理的な様子を表す形容詞としては使用されているものの、質問の答えとして「ド
ライ」という使い方はあまり見られないように思う。「ギフト」については、語彙としては完全にカタカナ語として
定着しているが、ニュアンスとして「ギフトセット」など、やや改まった場面や相手に対して用いられるのが通例で
ある。このように、意味領域やニュアンスが異なるカタカナ語の使用が見られるが、外来語の使用に関しては、日本
人の間でも理解や許容にかなりの差があると思われる。国立国語研究所「外来語委員会」（2006）も日本語母語話者
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に対して「言い換え」の提言を行っているくらいであるが、英語母語話者や第二言語話者にとって、適切なカタカナ
語の指導は重要であろう。　
4-4．　英語からの直訳
　本研究の対象となった学習者 8 名は全員英語母語話者及び第二言語話者であり、日本語学習においても英語の影響
を大きく受けていると思われる。そのため、「類義語、多義語、ニュアンス」や「コロケーション、慣用的な言い回し」
に分類された誤用も、同時に英語からの直訳が直接の要因となっている可能性もあるが、次の例は特に英語からの直
訳の影響が強く感じられる。
　(36) 貯金したら、利益をもらえるので・・（利息 ”interest”）
　(37) 借金を払うつもり・・（返す、返済する “pay (off) a debt”）
　(38) 勉強するために融資を取った。（ローンをした、ローンを受けた “take a loan”）
　(39) そうすれば、（宝くじに）勝ったお金を・・（当たった “win a lottery”）
　(40) 自分の子どもも大学に行けるように気をつける。（したい “make sure/ensure to”）
　鈴木（2010）でも述べられているように、学習者によっては単語レベルでの辞書の「直訳」に頼りがちであり、辞
書の利用方法や注意点などについての指導が必要であろう。
4-5．　レジスター
　レジスターとは、「社会的な拘束力をもつ言語学上の規範」における言語使用域の変異のことであり、書き手と読
み手がどのような関係で、どのようなコンテキストのもとで言語表現を使用するかによって、異なる語彙・文法項目
で記述されることを示すものである（八木他 2014:167）。
　今回の作文でも意見文等に相応しくない話し言葉の使用、混合が数多く見られた。例としては、「ものすごく（非
常に）」「すごく（とても）」「「やっぱり（やはり）」「すごい（素晴らしい）」「でも（しかし）」「いっぱい（たくさん、
数多く）」「ちょっと（少し）」「よっぽど（よほど）」など計 12 例に上った。
　作文を書いた 8 名の学習者はいずれも「書き言葉と話し言葉の違い」については既習済みである。興味深いこと
に、話し言葉の使用頻度は必ずしも日本語診断テストの結果や学年（留学直後かどうか）と結びついておらず、レジ
スターに対する個人の意識の違いも関係しているのではないかと思われる。即ち、文法や語彙などのように誤用に
よって読み手への意思疎通が直接阻まれるわけではないため、学習者によっては十分に注意を向けていない可能性が
ある。従って、読み手への印象をより意識させる指導が必要であろう。
５.　まとめ
　本稿では、英国の大学において日本語を専攻している 8 名の中級学習者によって書かれた 2 種類、計 16 の作文を
対象に語彙使用の観点から分析した結果、98 の誤用または不自然な使用法が見られた。また、誤用の要因に着目し、
質的分析を行った結果、「類義語・多義語・ニュアンス」「コロケーション、慣用的言い回し」「カタカナ語」「英語か
らの直訳」「レジスター」という 5 つの誤用タイプに大別できることが分かった。
　誤用数に関しては、「類義語・多義語・ニュアンス」が最多で、次いで「コロケーション、慣用的言い回し」に関
する誤用が多く、「英語からの直訳」に分類されたのは 7 例（全体の 7.2％）だけであった。しかしながら、前述のと
おり、上位二つの誤用タイプに分類されたものの中にも、英語の影響が誤用の直接の原因であるものも多いと推察さ
れる。従って、今後は英語母語話者や第二言語話者を対象としたより効果的な語彙学習指導が望まれる。特に、八木
他（2013, 2014）等が目指している、中級学習者が容易に使いこなせるオンライン学習者コーパスのさらなる発展、
整備に期待したい。
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注
1 　学年のはじめに日本語診断テストとして、筑波大学による『筑波日本語テスト集（TTBJ）』http://ttbj.jp/index.html　のうち、「SPOT90」
および「文法 90」による計 180 点満点のテストを実施した。「SPOT90」では 56-80 点を、「文法 90」では 51-80 点をそれぞれ中級レ
ベル（日本語能力試験 N3、N2）としている。従って、今回の日本語診断テストにおいては 107-160 点を概ね中級レベルとする。
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Errors and Problems in the Use of Vocabulary
in Compositions by Intermediate Learners of Japanese
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This paper investigates lexical errors and the unnatural use of words and phrases in compositions written by 
intermediate learners of Japanese who are studying at university in the UK. Having examined 16 short composi-
tions written by eight students, 98 errors were identified. 
Further qualitative analysis has suggested that these errors can be broadly categorized into the following five 
error types, namely 1) synonyms, polysemes and words with different nuances, 2) collocations and fixed expres-
sions, 3) katakana or foreign loanwords, 4) direct translation from English, and 5) register. 
Among these error types, type 1 was the most commonly observed error type followed by type 2, and only 
a fraction of errors were categorized as type 4. However, close investigation found that some of the errors which 
were categorized as type 1 and 2 may also stem from learners directly translating from English. As for the use of 
foreign loanwords, there were some cases where learners used katakana words which are either not commonly 
used in Japanese or through which the specific meanings of the original English words may not be correctly con-
veyed. 
This study concludes that more effective ways of learning vocabulary, including the use of online learner cor-
pora, need to be explored.      
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